
地域学校協働活動

２年目の成果

学校教育課



朝８時には、必ず誰
かが来ています











学校の変化
学校生活に落ち着き（遅刻がなくなる）

学習・部活動に活気

あいさつが元気に

授業や集会時の姿勢に変化





地域とともにある学校づくりの推進のために

学校からの地域貢献を

 地域の方々とともに、真面目に取り組む
 地域の方々から頼られる
 地域の方々から励まされる
 地域の方々から教わる
 地域の方々と会話する



この活動をきっかけに、
あいさつを交わしたり、会話したりする

子どもの成長が、
大人・地域の元気につながる

地域の一員としての自覚
将来の地域を担う人材に



学校からの地域貢献
マキノ中
藤美寮ボランティア、栗マラソン、カントリーフェスタ、区民運動会
区の清掃、子どもクリスマス会等

今津中
ペーロン大会や夏祭り等地域行事、吹奏楽部による演奏会
こども園や小学校の運動会スタッフ、子ども食堂でのカレー作り等

朽木中
やまゆり老人ホーム、鯖美庵祭り、西小運動会スタッフ
地域運動会・地域文化祭への参加、地域清掃、植樹、雪囲い作業等



学校からの地域貢献
安曇川中
安中カフェ、安曇川福祉ボランティア等

高島中
大溝まつり、大溝城の清掃、夏祭りや武曽地区でのブラスバンド演奏
介護施設でのボランティア（ニチイ介護）、小学生の九九道場等

湖西中
地域の方とあいさつ運動、湖西中カフェ、針江ボランティア研修
クリーアップ活動（地域清掃）、区の文化祭でブラスバンド演奏
書、俳句の展示等



























 地域の方々とつながり、学ぶことで、生徒たちは新た
な可能性を見つけ、自信が付いてきている。

 「頑張っていたね」と声をかけられたり、認められ、
ほめられたりする経験を積み、自己肯定感が高まって
いる。

 様々な体験をすることで、チャレンジ精神が高まり、
積極的に活動に参加しようとしている。

 「助かった」「ありがとう」などと声をかけてもらう
ことで「自分は役に立った」と感じ、さらに地域の役
に立ちたいと感じている。

教師が感じる子どもたちの様子



地域から信頼を得て、地域の方々と良好な関係が
作れてきたことは、大きな成果である。

生徒たちがコミュニケーション能力や社会性を身
に付ける意味でとても有用性を感じる。

生徒自身が地域の将来のことを見据え、地域にど
のように貢献するかを考えさせる工夫を続けてい
きたい。

「学校からの地域貢献」を通して


